（参考３）

契　約　書

１　契約件名　　　2020年度「消防団員等公務災害補償等実務の手引き」の
印刷製本
２　数　　量　　　仕様書のとおり
３　契約金額　　　金　●，●●●，●●●円

　　　　　　　　　（消費税及び地方消費税相当額　金●●●，●●●円を含む。）
４　契約保証金　　免除
５　納入期限　　　仕様書のとおり
６　履行場所　　　仕様書のとおり
７　仕　　様　　　仕様書のとおり
（総則）

第1条 乙は仕様書に基づき、頭書の金額をもって頭書の期間内に頭書の物品

を納入しなければならない。
　２　仕様書に明示されないものがある場合には、甲乙協議して定める。
（権利義務の譲渡等）

第２条　乙はこの契約により生ずる権利若しくは義務を第三者に譲り渡し、または継承させてはならない。ただし、甲の署名による承諾を得た場合はこの限りでない。
（検査）

第３条　甲は物品が納入されたときは、理事長の指定した者が１０日以内に検査しなければならない。
　２　乙は前項の検査の際、甲から補正を指示された場合は直ちにそれに従わ

なければならない。補正後の検査については前項の規定を準用する。
（代金の支払い）
第４条　乙は前条の検査に合格したときは、代金の支払いを甲に請求するものとするが、この際「契約額のうち完了した部分の請求書」を入札金額積算書に準じて作成し、甲に提出しなければならない。
　２　甲は、前項の適正な請求書を受理したときは、その日から３０日以内に代金を銀行振込により支払わなければならない。

（履行期限の延長と違約金）

第５条　甲は、乙の責に帰すべき理由により履行期限内に業務を完了すること　

　ができない場合において、履行期限経過後相当の期間内に業務が完了する見
込みがあると認めるときは、履行期限を延長することができる。

　２　乙は、前項の規定により履行期限が延長されたときは、違約金として期
限の翌日から業務が完了した日までの日数に応じ、契約金額に年３％の割
合を乗じて計算した額（１００円未満の端数があるときは、その端数額又
はその全額を切り捨てる。）を甲の指定する期間内に銀行振込により支払わ
なければならない。
（契約内容の変更等）

第６条　甲は、必要があるときは、乙と協議の上、この契約の内容を変更し、

又は履行の一時中止をなすことができる。
　２　甲は、前項の変更又は履行の一時中止により乙に損害を及ぼしたときは、その損害を賠償しなければならない。

（契約の解除）

第７条　甲は納入期限後相当の期間を附しても乙が契約の目的を達成する見込がないときは、直ちに契約を解除することができる。

（機密の保持）

第８条　乙は頭書の業務を実施するにあたって知り得た甲の業務上の秘密を外部に漏らし、又は他の目的に利用してはならない。
（天災その他の不可抗力による契約内容の変更）

第９条　甲又は乙は、契約終結後において、天災事変その他甲乙双方の責に
帰することができない不測の事態等により契約を履行する事ができないと認めるときは、相手方と協議の上、契約金額、履行期限その他の契約内容を変更することができる。

（損害賠償）

第１０条　甲又は乙は、この契約の履行にあたり、その責に帰すべき理由によ

　り相手方又は第三者に対して損害を与えたときは、その損害を賠償しなけれ
ばならない。
（紛争の解決方法）

第１１条　本契約について、甲と乙との間で協議を要するものにつき協議が整
わないとき、又は甲と乙との間に紛争が生じたときは、甲の所在地を管轄す

る地方裁判所に調停の申し立てを行い、甲と乙双方ともこれに服するものと
する。
（協議事項）

第１２条　この契約書に定めのない事項及び甲乙間で疑義を生じた事項につい

　ては甲乙の協議により定めるものとする。

　この契約の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、各

自１通を保有する。

令和2年●月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　甲　　東京都港区西新宿３－７－１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消防団員等公務災害補償等共済基金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常務理事　　宮　田　昌　一　　　　㊞
　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　乙　　
